企画総務部（著者等） by unknown
しゃりばり，286，56－57（2005）　　　・
北海道にみられるエキノコックスの野生キツネや野ネズミとの関わりとヒトへの感染，住民検診としてのスクリーニン
グの効果や当所が取り組んできた血清診断法と遺伝子診断法の改良・開発について解説した．
○北国生活，それぞれの科学⑰　浮遊（飛散）アスベスト
　神　和夫
　しゃりばり，287，76－77（2006）
　社会的に注目を集めているアスベスト問題について，アスベストの特性，関連のある疾患，対策，及び浮遊アスベスト
　の測定方法を解説した．また，ナノ粒子の安全性の検討が重要であることを述べた．
0北国生活，それぞれの科学⑱　食物アレルギーについて
　林　隆章
　しゃりばり，288，60－61（2006）
　食物アレルギーの原因食品に関する説明，アレルギー原因食品の包装への表示について，及びアレルギー原因食品の検
　査に関する当所での取り組みについて紹介した．
○北国生活，それぞれの科学⑲　新生児スクリーニングについて
　市原　侃
　しゃりばり，289，54－55（2006）
　先天性代謝異常等に対する新生児スクリーニングについて，目的や意義，歴史，当所での1977年から2002年末まで約
　100万人についての取り組みとその実施成果，経済効果，今後の課題等を概説した．
企画総務部
○保健文化賞を受賞して
　本間　寛
　第一生命保険相互会社編，保健衛生の向上を願って一第57回保健文化賞受賞者の業績一，第一生命保険相互会社，東
　京，2006，pp．H！
　北海道立衛生研究所として第6回に続く2度目の保健文化賞の受賞理由となった業績の概要一エキノコックス症血清診
　断法の開発と住民検診の確立，遺伝子診断，JICA事業に参画した国際貢献面一を紹介した．
○「動物由来感染症（特にウエストナイル熱）に関する意見交換会」報告（前編）
　米川雅一，後藤明子，神　和夫，澤田幸治，本間　寛
　北海道獣医師会雑誌，49，469－473（2005）
　本道の標記感染症対策に資するため，2005年9月13日，微生物学，動物学，昆虫学をはじめ公衆衛生，家畜衛生行政
　の専門家・担当者による意見交換会を北海道立衛生研究所で開催した．本著はその報告の前編である．
○「動物由来感染症（特にウエストナイル熱）に関する意見交換会」報告（後編）
　米川雅一，後藤明子，神　和夫，澤田幸治，本間　寛
　北海道獣医師会雑誌，50，25－28（2006）
　本編では標記感染症対策への厚生労働省，北海道保健福祉部・環境生活部・農政部，北海道立衛生研究所，札幌市保健
　福祉部，北海道PCO協会，北海道獣医師会，厚生労働省小樽検疫所等の取り組み状況を報告した．
○金属成分：ヒ素
　神　和夫
　日本分析化学会北海道支部編，水の分析　第5版，化学同人，京都，2005，pp．240－246
　環境水に含まれるヒ素のジエチルジチオカルバミン酸銀法及び水素化ヒ素分離一原子吸光法による定量方法について示
　した．
一114一
○金属成分1セレン
　神　和夫
　日本分析化学会北海道支部編，水の分析　第5版，化学同人，京都，2005，pp．252－254
　環境水に含まれる総セレンの定量方法について概説した．
○時系列解析により小児感染症流行を把握　一警報・注意報発令を試みる一
　長谷川伸作
　Medical　Tribune，38（45），66－68（2005）
　感染症の流行は，長期趨勢，循環変動，季節周期，好発期のあるなしに加え，その時々のさまざまな要因が複合して成
　り立つことが考えられる．感染症発生データを時系列データとして扱い，統計学的手法を適用し，小児感染症の市中発
　生動向を把握した．また，短期流行予測のためのアルゴリズムについて検討し，実測現況と予測した期待値とについて
　比較した．
健康科学部
○北海道鉱泉誌
　内野栄治，青柳直樹，市橋大山，都築俊文1）
　北海道立衛生研究所，札幌，平成17年7月
　温泉資源の保護と適正かつ有効利用を図るため，全道の温泉の泉温pH，主要化学成分等の物理・化学的な特性を地
　三三にとりまとめた．併せて，温泉資源とその利用状況，温泉の適応症・禁忌症等について概説した．
　1）北海道和光純薬㈱
○水の一般的性状：臭気と味
　伊藤八十男
　日本分析化学会北海道支部編，水の分析　第5版，化学同人，京都，2005，pp．201－203
　水の臭気及び味の，官能法による試験について解説した．
0有機物：消毒副生成物と揮発性有機化合物
　伊藤八十男
　日本分析化学会北海道支部編，水の分析　第5版，化学同人，京都，2005，pp．340－349
　水中のトリハロメタン等の消毒副生成物及びベンゼン等の揮発性有機化合物の，パージ・トラップ　GC／MS法及び
　ヘッドスペースーGC／MS法による分析について解説した．
○有機物＝界面活性剤
　伊藤八十男
　日本分析化学会北海道支部編，水の分析　第5版，化学同人，京都，2005，pp．381－384
　水中の陰イオン界面活性剤のメチレンブルー吸光光度法による定量及び非イオン界面活性剤の原子吸光光度法による間
　接定量について解説した．
○地下水汚染の現状と対策
　伊藤八十男
本多健一編，表面・界面工学大系　下巻　応用編，テクノシステム，東京，2005，pp．242－244
　トリクロロエチレン等の有機塩素系溶剤による地下水汚染の現状と汚染機構，地下水揚水爆気法，土壌ガス吸引法等に
　よるその浄化対策について解説した．
0微生物：クリプトスポリジウム
　泉　敏彦
　日本分析化学会北海道支部編，水の分析　第5版，化学同人，京都，2005，pp．402－412
　クリプトスポリジウムのオーシストについて，水試料からの分離精製方法，染色方法及び鏡検方法等について解説した．
　併せて，ジアルジアのシストについても同様の解説を記した．
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